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理事会で補正予算を審議

[中央会]

中央会は､平成21年度の-般会計補正予算審議と

事業実施状況報筈を中心とした第3回理事会を水戸

両の県産業会館で開いたo

議案審議では､ 21年度一般会計補正予算の説明か

行われ承認された｡また､総会開催後に追加された

事業を中心とした事業実施の状況と､会員の加入･

脱退状況などについて報告かあった｡

理事会終了後､関東経済産業局産業部の樫井成夕子

次長か平成22年度中小企業施策について講演したo

平成22fF度の第1匝】理事会は5月11[] (火)午前

11時から､第55匝]通常総会は6月2日(水)午前10

時から､それぞれ水戸市の県産業会館で開かれる予定｡

適格組合を対象に官公需問題懇談会

[中央会]

中央会は､水戸市内で官公需適格組合を対象に官

公需問題懇談会を開いたo　官公需適格組合とは､中

小企業組合か官公需受注にあたり､受注体制か整備

されていることを国が認証する制度のことo

懇談会では､全国中小企業団体中央会政策推進部

副部長の長野孝昭氏が｢官公需を巡る最近の動向と

課題｣をテーマに講演｡ ｢官公需ポータルサイト｣は､

全EE)中央会が構築してあり､国等及び地方公共回体が

/li-ムぺ- I)で公表している発注情報の一括検索に

よる迅速な情報提供を図るもので､今後も機能充実に

努めていくので是非活用して欲しいなどと話したo

その後､出席者E=よる質疑.意見交換が行われ､

発注機関に対し､官公需r=ついての理解と官公需適

格組合の活用の周知徹底を求♂)る意見や官公需適格

組合の更新の際の書類の簡素化など条件緩和を求め

る意見が出されたo

共同店舗運営で研修会
[県商店街振興組合連合会]

県商店街振興組合連合会(金運克憲理事長) 13:県との

共催で商店街マネ=)メット研修会を7J(戸市内で開いた｡

本fF度これまでに現地研修や県外の商店街リー

ダーの講演会など全5匝】開催.今回か最終回となったo

研修会は､ ｢商店街にあElる連携と後継者｣をテー

マに中小企業診断士の宮田貞夫氏と､つくば市の北

条商店会の坂入英幸氏､水戸市の東町二丁巨∃商店街

振興組合の高野健治氏､常陸太田両の緬ケ丘商店会

の渡辺彰氏の4名による座談会形式で行われた｡

坂入氏は筑波大学生と北条商店街とが協働して設

立した｢北条街づくり振興会｣について､高野氏は

車椅子バスケットボール選手との出達い､渡辺氏は

商店街のj≡ユニティ活動応援団として組織した

｢頴ケ丘倶楽部｣ rこついて､それぞれ｢連携｣をキー

ワードに語ったo　後継者問題については､厳しい現

実r=あるが､これまでの商店街活動では出違えな

かった人達との様々な交流が商店街の後継者づくり

rこつながっているなどと語ったo


